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    内側
    人質にとられている。いつも。人質を盾に並べられる義務､中傷、強制、脅し、不利益。もうさんざんだが、人質を守るためには甘んじている。誰もが願う、人質を取り返し対等な力を得ることを。


 


さて、僕らはいったい誰に人質をとられているのか?そして人質とは誰なのか。これは一人一人違う。みんなの内側にあるものが違うからだ。それに気づいていない人も多い。だが人は頭で気づいてなくてもからだの反応で気づいていることがある。このからだのセンサーは敏感なもので、誰でも気づけるようになっているんだ。


 


とある男が言った。リンゴをひとつ取ってきてほしいと。他の男は応じた。リンゴがない場所からある場所へ移動し、また戻り男へ渡した。取って来た男は、何を得ただろうか?経験を得た、新しい知識を得た、動いたことで良い運動をして健康を得た、感謝され喜びと誇りを得た。さて、人からなにか頼まれて引き受けるというのは、疲れるし面倒だったりするが、楽しくもある。この行為から得られる物の中に、ちょっとしたスパイスを加えよう。それは人間がそれぞれの内側に持っている、生きるために必要なもの、だ。それはなんでも良い。そしてそのスパイスは自分では得られないようになっているとしよう。男はりんごを取り続けるだろう。スパイスを与えられ、食欲は掻き立てられ虜になる。スパイスなしでは生きていけないのだから、それを握られると言うことは、必要としている男の命が握られていることになる。スパイスを必要とする人間は人質となる。家族が人質に、自分自身も人質に。


 


 


リンゴの取り方とか、スパイスの楽しみかたとか、人はなんとか苦しまなくてすむように上手い回しかたを考えてきたかもしれないけど。僕たちにとってのリンゴって?スパイスって?そもそもどうして、りんごをとらないとスパイスがてに入らないようになってるのかな?自分にとってのスパイスってなにかな?僕らの頭と体は内側に何が入っているんだろう。僕の内側は、なにを求めているのかな。


     







